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９
月
１
日
、
生
産
緑
地
を
対
象

と
し
た
都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
が
、
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
法
に
よ
り
、
相
続
税
納
税
猶

予
制
度
適
用
農
地
の
貸
借
が
可
能

と
な
り
、
貸
借
中
に
所
有
者
に
相

続
が
発
生
し
た
場
合
も
、
納
税
猶

予
制
度
の
適
用
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
貸
借
中
に
所
有
者
に

相
続
が
発
生
し
、
相
続
人
が
生
産

緑
地
の
返
還
を
受
け
、
買
取
申
出

を
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
要
件

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
（
本

法
の
概
要
＝
３
ペ
ー
ジ
）

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適
用
農
地
の
賃
借
が
可
能
に

都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

あ　

ぜ　

み　

ち

　

か
つ
て
日
本
の
高
度
経
済

成
長
を
支
え
た
人
々
の
多
く

は
、
大
都
市
へ
移
住
し
必
然

的
に
農
地
の
多
く
は
住
宅
地

へ
と
転
換
し
た
◆
そ
の
よ
う

な
な
か
、
１
９
６
８
年
に
新

都
市
計
画
法
が
成
立
。
市
街

化
区
域
の
農
地
は
、
10
年
以

内
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
と

さ
れ
、
税
制
面
に
お
い
て
過

酷
な
状
況
に
お
か
れ
た
◆
だ

が
、
逞
し
い
営
農
意
欲
を
も

つ
農
業
者
は
怯
ま
ず
、
野
菜

や
花
き
や
畜
産
な
ど
得
意
な

分
野
で
経
営
実
績
を
残
し
て

き
た
◆
一
方
で
農
業
者
は
、

農
地
で
あ
る
限
り
農
地
課
税

を
求
め
て
立
ち
上
が
り
、
法

律
や
制
度
の
改
善
要
望
を
求

め
て
、
都
市
農
業
確
立
運
動

を
展
開
し
て
き
た
◆
昨
年
の

生
産
緑
地
法
の
改
正
、
今
年

９
月
１
日
の
都
市
農
地
の
貸

借
に
関
す
る
円
滑
化
法
が
施

行
さ
れ
た
◆
「
苦
節
50
年
」
。

農
業
者
の
声
が
、
大
き
く
反

映
さ
れ
た
◆
次
の
ス
テ
ッ
プ

は
「
あ
っ
て
あ
た
り
ま
え
」

の
農
地
を
、
自
ら
の
力
で
大

都
市
の
中
に
確
立
し
て
い
く

こ
と
だ
。

改
正
生
産
緑
地
法
や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
へ
の

対
応
な
ど
を
求
め
る

　

都
農
業
会
議
は
、
東
京
都
に
対

し
て
「
東
京
都
の
農
業
振
興
・
農

地
保
全
施
策
に
関
す
る
意
見
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
８
月
の
臨
時
総
会
で

決
定
し
た
も
の
で
、
改
正
生
産
緑

地
法
や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法

へ
の
対
応
、
担
い
手
支
援
対
策
の

強
化
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

青
山
会
長
は
「
新
た
な
農
地
制

度
へ
の
対
応
な
ど
、
積
極
的
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

青山会長（右３）や吉川副会長（右
２）らは、上林山都農林水産部長
（左３）に意見書を手渡した

　

８
月
21
日
、
都

農
業
会
議
は
Ｊ
Ａ

東
京
南
新
宿
ビ
ル

に
て
会
員
１
０
５

人
の
出
席
を
得
て

臨
時
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
と
し
て
産
形
稔

理
事
の
退
任
に
伴
い
欠
員
と

な
っ
て
い
た
理
事
１
人
の
選
任

を
行
い
、
影
山
竹
夫
氏
（
（
公

財
）
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財

団
理
事
長
）
を
選
任
し
ま
し
た

（
理
事
会
で
常
設
審
議
委
員
に
選

任
）
。

　

第
２
号
議
案
で
は
農
業
委
員

会
法
第
53
条
に
基
づ
く
意
見
「
東

京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全

施
策
に
関
す
る
意
見
」
（
要
旨
２

ペ
ー
ジ
）
を
決
定
し
、
東
京
都

へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
平
成
30
年

度
収
入
・
支
出
の
補
正
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
「
都
市
農
地

の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法

律
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
農
業
委

員
会
等
関
係
機
関
と
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

都
内
の
区
市
農
業
委
員
会
と
都

農
業
会
議
は
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、
新
た
な
都
市
農
地

制
度
の
説
明
会
を
区
市
ご
と
に
開

い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
生
産
緑
地
法
が
改
正
さ

れ
、
本
年
４
月
に
は
特
定
生
産
緑

地
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化

法
は
、
本
年
９
月
１
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
農
地
制
度
や

税
制
な
ど
に
つ
い
て
、
各
関
係
機

関
と
連
携
し
農
業
者
へ
の
周
知
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
た
な
都
市
農
地
制
度
な
ど

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
く

東
京
都
農
業
会
議
臨
時
総
会
を
開
く

都
へ
の
意
見
を
決
定
・
新
理
事
１
名
を
選
任

挨拶をする青山会長

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
６
６
号　

平
成
30
年
９
月
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８
月
理
事
会

　

８
月
21
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。

　

本
理
事
会
前
の
臨
時
総
会

で
選
任
さ
れ
た
影
山
竹
夫
理

事
を
常
設
審
議
委
員
に
選
任

し
た
。

第
５
回
常
設
審
議
委
員
会

　

８
月
21
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
会
議
室
で
理
事
会
終

了
後
に
開
催
し
た
。

報
告

　

①
７
月
の
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
農
地
転
用
許
可
状

況
を
東
京
都
か
ら
報
告
し
、

②
８
月
の
農
地
中
間
管
理
権

の
取
得
と
農
地
利
用
配
分
計

画
の
決
定
お
よ
び
使
用
収
益

権
の
設
定
を
報
告
し
た
。

協
議

　

①
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
要
領
（
案
）

に
つ
い
て
協
議
し
、
10
月
30
日

㈫
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
府
中

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
。
②
法
律
改

正
、
税
制
関
係
等
の
課
題
に
対

応
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
た
。
③
「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
義
援
金
」
の
対
応
に

つ
い
て
決
定
し
た
。

第
６
回
常
設
審
議
委
員
会

　

９
月
18
日
江
戸
川
区
タ

ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
に
て
開
催

し
た
。

報
告

　

①
８
月
の
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
農
地
転
用
許
可
状

況
を
東
京
都
か
ら
報
告
し
、

②
９
月
の
農
地
中
間
管
理
権

の
取
得
と
農
地
利
用
配
分
計

画
の
決
定
お
よ
び
使
用
収
益

権
の
設
定
を
報
告
し
た
。

協
議

　

①
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化

法
を
説
明
し
た
。
②
東
京
都

の
「
都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
土

地
利
用
の
方
針
」
の
中
間
報

告
に
つ
い
て
説
明
し
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出
す

る
こ
と
と
し
、
各
位
か
ら
の

提
出
を
お
願
い
し
た
。

現
地
研
究

　

江
戸
川
区
の
農
業
振
興
施

策
・
農
業
委
員
会
活
動
を
研

究
し
、
①
軟
弱
野
菜
経
営
②

小
松
菜
の
周
年
栽
培
経
営
③

学
校
給
食
を
中
心
と
し
た
経

営
を
見
学
し
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
会
だ
よ
り

　

８
月
21
日
開
催
の
東
京
都
農
業

会
議
臨
時
総
会
で
決
定
さ
れ
た

「
東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保

全
施
策
に
関
す
る
意
見
」
の
要
旨

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
農
業
委

員
会
法
第
53
条
に
基
づ
く
意
見
と

し
て
都
に
提
出
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）

１
．
都
市
農
地
の
保
全

(1) 

都
市
農
地
の
確
保

　

区
市
町
村
が
生
産
緑
地
を
農
的

空
間
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
買

い
取
る
際
、
こ
れ
を
援
助
す
る
安

定
的
な
財
源
と
し
て
「
都
市
農
地

保
全
基
金
」
（
仮
称
）
を
創
設
す

る
こ
と
。

(2) 

特
定
生
産
緑
地
制
度
の
周
知

に
か
か
る
情
報
共
有
の
促
進

　

区
市
に
お
い
て
農
業
振
興
、
都

市
計
画
、
課
税
な
ど
の
各
担
当
部

局
が
連
携
し
て
制
度
周
知
を
行
う

た
め
の
情
報
共
有
の
体
制
を
早
期

に
整
備
で
き
る
よ
う
、
都
と
し
て

指
導
と
援
助
を
強
化
す
る
こ
と
。

(3) 

生
産
緑
地
の
貸
借
に
関
す
る

相
談
お
よ
び
支
援
体
制
の
強
化

　

生
産
緑
地
が
あ
る
区
市
や
農
業

委
員
会
に
お
け
る
相
談
業
務
の
体

制
強
化
を
支
援
す
る
施
策
を
構
築

す
る
こ
と
。

(4) 

都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
具
体
化

　

都
が
「
都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
掲
げ
て
い
る
、

都
市
農
地
の
保
全
、
都
市
農
業
の

振
興
を
着
実
に
具
体
化
す
る
こ

と
。

２
．
農
地
の
有
効
活
用
に
対
す
る

支
援
の
強
化

(1) 

農
地
の
創
出
・
再
生
支
援
事

業
の
予
算
の
拡
充

　

「
農
地
の
創
出
・
再
生
支
援
事

業
」
の
再
生
支
援
事
業
な
ら
び
に

創
出
支
援
事
業
に
つ
い
て
予
算
を

拡
充
す
る
こ
と
。

(2) 

農
業
振
興
地
域
に
対
す
る
支

援
の
強
化

　

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
新
た

な
作
目
や
高
度
な
技
術
の
導
入
に

向
け
た
支
援
策
を
確
立
し
て
積
極

的
に
振
興
を
は
か
る
こ
と
。

３
．
担
い
手
支
援
対
策
の
強
化

(1) 

補
助
事
業
の
拡
充
と
要
件
等

の
見
直
し

　

各
種
補
助
事
業
の
予
算
を
大
幅

に
拡
充
す
る
と
と
も
に
都
市
農
業

活
性
化
支
援
事
業
の
事
業
対
象
に

つ
い
て
は
原
則
を
３
戸
以
上
か
ら

個
別
経
営
体
と
す
る
こ
と
。

(2) 

担
い
手
に
対
す
る
経
営
指
導

体
制
の
強
化

　

「
担
い
手
支
援
対
策
室
（
仮
称
）
」

を
設
置
し
、
認
定
農
業
者
や
新
規

認
定
就
農
者
な
ら
び
に
認
定
を
目

指
す
農
家
を
支
援
す
る
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
普
及
指
導

員
を
増
員
す
る
こ
と
。

(3) 

畜
産
経
営
の
支
援

　

畜
産
農
家
の
経
営
が
持
続
で
き

る
よ
う
な
支
援
施
策
を
構
築
す
る

こ
と
。

(4) 

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

　

有
害
鳥
獣
対
策
の
予
算
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
区
市
町
村
や
農

業
者
、
農
業
団
体
の
取
組
を
総
合

的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
。

(5) 

エ
コ
農
産
物
に
関
す
る
積
極

的
な
啓
発

　

認
証
を
受
け
た
農
業
者
が
制
度

の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
消
費
者
な
ら
び
に
流
通
・
販

売
す
る
業
者
等
に
対
し
積
極
的
な

啓
発
を
行
う
こ
と
。

４
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て

(1) 

都
内
産
農
産
物
の
確
保

　

必
要
な
食
材
や
花
き
、
植
木
の

う
ち
都
内
産
で
調
達
で
き
る
品
目

に
つ
い
て
は
、
確
保
す
る
数
量
の

目
標
値
を
設
定
し
、
事
業
者
へ
の

具
体
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
。

(2) 

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
に
取
り
組

む
農
家
の
支
援

東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施
策
に

関
す
る
意
見
の
要
旨
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羽
村
市
と
あ
き
る
野
市
の
旧
五

日
市
町
の
生
産
緑
地
所
有
者
の

方
へ

　

平
成
30
年
８
月
31
日
以
前
の

相
続
に
よ
り
相
続
税
納
税
猶
予

制
度
の
適
用
を
受
け
た
生
産
緑

地
（
20
年
適
用
）
は
、
本
法
に

よ
り
貸
借
し
た
と
き
は
所
有
し

て
い
る
適
用
農
地
す
べ
て
が
終

生
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
９
月
１
日
以
降
の

相
続
に
よ
り
生
産
緑
地
が
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を

受
け
た
場
合
は
す
べ
て
終
生
適

用
で
あ
り
、
宅
地
化
農
地
で
適

用
を
受
け
た
場
合
は
20
年
適
用  

で
す
。

の
手
続
き
が
必
要
で
、
開
設
方

法
に
は
、
①
区
市
・
Ｊ
Ａ
に
よ

る
開
設
、
②
生
産
緑
地
所
有
者

個
人
に
よ
る
開
設
、
③
農
地
を

所
有
し
て
い
な
い
法
人
等
に
よ

る
開
設
が
あ
り
ま
す
。

　

法
律
に
基
づ
く
市
民
農
園
は
、

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適
用
農

地
で
開
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

さ
ら
に
市
民
農
園
を
開
設
中
に

貸
付
人
に
相
続
が
あ
っ
た
場
合

に
所
有
者
の
相
続
人
が
納
税
猶

予
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
を
所
有
し
て
い

な
い
法
人
等
や
個
人
が
開
設
す

る
場
合
は
区
市
と
協
定
廃
止
条

件
付
き
の
貸
付
協
定
を
結
ぶ
こ

と
等
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

主
た
る
従
事
者
と
買
取
申
出

　

本
法
に
よ
る
生
産
緑
地
の
貸

借
中
や
法
律
に
基
づ
く
市
民
農

園
の
開
設
中
に
、
貸
付
人
に
相

続
が
発
生
し
た
場
合
、
貸
付
人

が
借
受
人
の
年
間
従
事
日
数
の

１
割
以
上
の
日
数
を
従
事
し
て

い
れ
ば
、
死
亡
し
た
貸
付
人
は

「
主
た
る
従
事
者
」
と
認
め
ら
れ
、

買
取
申
出
を
行
う
こ
と
が
可
能

で
す
（
生
産
緑
地
の
返
還
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
）
。

　

貸
付
人
が
「
主
た
る
従
事
者
」

と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
事
業
計

画
や
申
請
書
等
に
貸
付
人
の
従

事
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に

よ
る
生
産
緑
地
の
貸
借
は
、
①

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適
用
農

地
も
貸
借
が
可
能
で
、
②
貸
借

中
に
相
続
が
発
生
し
た
場
合
も

納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
借
の
手
続

　

本
法
は
生
産
緑
地
が
対
象
で
、

貸
借
の
手
続
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
生
産
緑
地
の
貸
借
を
す
る
申

請
者
（
借
受
人
）
が
区
市
長
に

事
業
計
画
を
提
出
し
ま
す
。

②
区
市
長
は
事
業
計
画
の
審
査

を
農
業
委
員
会
に
依
頼
し
、
農

業
委
員
会
は
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
計
画
決
定
を
し
ま
す
。

③
農
業
委
員
会
の
決
定
を
経
て
、

区
市
長
は
事
業
認
定
を
行
い
ま

す
。

事
業
認
定
の
要
件
等

　

借
受
人
は
、
図
１
の
丸
印
の

要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
要
件
①
の
具
体
的
な

基
準
は
、
図
２
の
と
お
り
で
す
。

　

農
業
者
は
、
農
業
に
常
時
従

事
（
年
間
１
５
０
日
以
上
）
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

貸
借
の
特
徴
・
留
意
点

　

農
地
法
３
条
の
許
可
要
件
の

下
限
面
積
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

貸
借
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、

農
地
は
所
有
者
に
返
還
さ
れ
ま

す
。
貸
借
の
更
新
も
可
能
で
す
。

　

賃
貸
借
の
場
合
、
「
貸
付
人
に

相
続
が
発
生
し
た
と
き
は
、
借

受
人
は
農
地
を
返
還
す
る
」
と

い
っ
た
内
容
の
契
約
は
で
き
ま

せ
ん
。
（
借
受
者
の
同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
農
地
の
返
還
は
可
能

で
す
）

　

使
用
貸
借
（
無
償
）
の
場
合

は
、
こ
う
し
た
契
約
が
可
能
で

す
が
、
借
受
人
に
と
っ
て
は
い

つ
農
地
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。

市
民
農
園
関
係

　

市
民
農
園
の
開
設
に
は
特
定

農
地
貸
付
法
や
本
法
な
ど
法
律

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
概
要事業計画の認定の要件

借受人

JA・
区市

等

農
業
者

そ
の
他

①
都市農業の有する機能の発揮に特に資する
基準に適合する方法により都市農地におい
て耕作の事業を行う
⇒具体的な基準は下表のとおり

○ ○ ○

②

周辺地域における農地の農業上の効率的か
つ総合的な利用の確保に支障を生ずるおそ
れがないか
⇒地域の実勢の借賃に比べて極端に高額な
　借賃でないかなど

○ ○

③
耕作の事業の用に供すべき農地の全てを効
率的に利用するか
⇒機械、労働力、技術が備わっているか  
　など

○ ○

④
申請者が事業計画どおりに耕作していない
場合の解除条件が付いている契約となって
いるか

○

⑤
地域の他の農業者との適切な役割分担の下
に継続的かつ安定的に農業経営を行うか
⇒地域農業の話し合いへの参加、共同利用
　施設の取決めを遵守するなど

○

⑥ 法人の場合は、業務執行役員等のうち一人
以上が耕作の事業に常時従事するか △

　上記要件①
　「都市農業の有する機能の発揮に特に資する耕作の事業」の基準

借受人が次の１のうちいずれかと２に該当すること。

1

次の (1) ～ (4) のいずれかに該当すること。

(1) 生産した農作物等のおおむね５割以上を、農地のある区市や    
隣接している区市等で販売する。

(2)
都市住民が農業を体験する取組みや申請者と都市住民及び都市
住民相互の交流を図る取組みを実施する。例：学童農園、観光
農園など（JA や区市等対象）

(3) 都市農業の振興に関する調査研究（試験圃場等）や農業者の    
研修等の取組みを実施する。（JA や区市等対象）

(4)

申請地で生産した農作物等を販売すると認められ、次の①～③
のいずれかに該当すること。

①
災害発生時に申請地を一時避難場所として提供し、申請地で
生産された農作物を優先的に提供することなどを内容とする
協定を区市と締結する。（農地所有者と申請者が同様の協定
を結ぶ）

② 申請地の耕土の流出の防止、無農薬・減農薬栽培など国土 
及び環境の保全に資する取組みなどを実施する。

③ 地域の特性に応じた作物の導入、先進的な栽培方法など都市
農業の振興を図るのにふさわしい農作物の生産を行う。

2
申請者が周辺の生活環境と調和のとれた申請地の利用を行う。

（適切に除草し、農作物残さや農業資材を放置しないことなど）
貸付人はここでの作業に関与します。

■ 事業認定（借受人）の要件等
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都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
眞

利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
８
月
31

日
、
都
に
対
す
る
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

区
市
の
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

会
長
な
ど
役
員
ら
20
人
が
都
庁

を
訪
問
し
、
眞
利
子
会
長
か
ら

上
林
山
農
林
水
産
部
長
に
「
東

京
農
業
の
確
立
に
関
す
る
要
望
」

を
手
渡
し
て
実
現
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

こ
の
要
望
は
６
月
14
日
の
通

常
総
会
に
お
い
て
決
定
し
た
も

の
で
、
後
継
者
の
所
得
確
保
や

都
市
農
地
の
保
全
施
策
の
確
立

等
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

要
請
後
、
都
農
林
水
産
部
の

幹
部
ら
と
地
域
農
業
を
め
ぐ
る

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
補
助
事
業
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得

な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

率
直
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

東
京
農
業
の
確
立
に
関
す
る
要
望
の
実
現
を
要
請

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
会
長
ら
20
人
が
参
加

表彰を受ける世田谷区の河野さん

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研

究
会
（
河
野
裕
宣
会
長
）
は
、

８
月
30
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
に
て
、
全
体
研
究
集
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
44
回
永
年
勤

続
表
彰
を
行
い
、
会
員
12
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
農
林
水
産
省
都

市
農
業
室
の
市
民
農
園
推
進
係

長
の
西
健
太
氏
が
都
市
農
地
貸

借
円
滑
化
法
に
つ
い
て
、
事
業

認
定
の
要
件
や
具
体
的
な
手
続

き
、
主
た
る
従
事
者
証
明
や
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
と
の
関
わ

り
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
、
参

加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
左
記
の
12
人
で
す
。

　

河
野
裕
宣
（
世
田
谷
区
）
▼

池
田
明
子
（
世
田
谷
区
）
▼
安

井
喜
一
郎
（
葛
飾
区
）
▼
出
口

耕
太
郎
（
江
戸
川
区
）
▼
英
晃

史
郎
（
青
梅
市
）
▼
篠
崎
道
明
（
稲

第
44
回
永
年
勤
続
表
彰都

農
委
会
職
員
研
究
会
会
員
12
人
が
受
彰

城
市
）
▼
東
深
澤
貴
行
（
立
川
市
）

▼
西
川
和
延
（
武
蔵
野
市
）
▼

太
田
悦
子
（
東
村
山
市
）
▼
金

川
智
亜
樹
（
八
丈
町
）
▼
牛
島

康
博
（
小
笠
原
村
）
▼
安
藤
武

史
（
小
笠
原
村
）
（
敬
称
略
）

10
月
～
11
月
の
日
程

10
・
17 

㈬ 

常
設
審
議
委
員
会

10
・
19 

㈮ 

女
性
農
委
等
研
修

10
・
30 

㈫ 

農
業
委
員
会

　
　
　
　

 

活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
・
13 

㈫ 

監
査
会

11
・
16 

㈮ 

事
業
推
進
協
議
会

11
・
16 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

11
・
20 

㈫ 

島
し
ょ
職
員
研

11
・
21 

㈬ 

農
業
者
年
金
研

11
・
26 

㈪ 

会
長
現
地
研
究
会

（
大
阪
府
）

　
～

11
・
27 

㈫ 

会
長
現
地
研
究
会

（
大
阪
府
）

眞利子会長（右）は上林山都農林水産部
長（左）に意見書を手渡した

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
都

農
業
会
議
は
、
東
京
都
消
費

者
月
間
実
行
委
員
会
な
ら
び
に

（
公
財
）
東
京
都
農
林
水
産
振

興
財
団
と
共
催
で
「
食
と
農
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
＝
平
成
30
年
12
月
４
日

（
火
）
午
後
２
時
よ
り

　

会
場
＝
中
野
区
・
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
13
階
コ
ス
モ
ル
ー
ム

　

対
象
者
＝
都
内
の
農
業
者
と

消
費
者
な
ど

　

主
な
内
容
＝
①
松
永
和
紀
さ

ん
（
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

の
講
演
「
食
は
科
学
で
考
え
る

　

～
そ
の
情
報
、
ホ
ン
ト
？
！

～
」　

②
農
業
者
と
消
費
者
の

意
見
交
換
会

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
す

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研

究
会
（
河
野
裕
宣
会
長
＝
世
田

谷
区
）
は
、
神
奈
川
県
農
業
委

員
会
職
員
事
務
研
究
会
（
植
松

正
会
長
＝
神
奈
川
県
厚
木
市
）

と
の
共
催
で
、
農
業
委
員
会
職

員
現
地
研
究
会
を
神
奈
川
県
藤

沢
市
に
て
開
き
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
会
は
、
東
京
都
と
神

奈
川
県
で
毎
年
交
互
に
実
施
し
て

お
り
７
年
目
を
む
か
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
最
初
に
株
式
会
社
井

出
ト
マ
ト
農
園
（
井
出
寿
利
代
表

取
締
役
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

井
出
ト
マ
ト
農
園
で
は
、
Ｉ
Ｔ

技
術
の
活
用
や
積
極
的
な
設
備
投

資
に
よ
り
収
益
性
の
高
い
農
業
生

産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
神
奈
川
県
の
里
地
里
山

等
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

石
川
丸
山
谷
戸
地
域
の
水
田
を
見

学
し
、
里
山
維
持
の
施
策
な
ど
に

つ
い
て
藤
沢
市
の
担
当
者
か
ら
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。

東
京
都
と
神
奈
川
県
の
農
業
委
員
会
職
員
が

藤
沢
市
の
農
業
に
つ
い
て
研
究

藤沢市で収益性の高いトマトの生
産現場を見学した


